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１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

（１）学校づくりビジョンや学校評価、子どもたちの様子等に関して協議し、

「地域とともにある学校」の推進を図ります。 

（２）子どもたちの将来に生きる力を育むために、学習支援や体験学習、地域

学習、クラブ活動において、地域の教育力を活用し、「開かれた学校」の推

進を図ります。 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 

地域や保護者のみなさまから様々なご支援やご協力をいただき、下野地

区の自然や文化、歴史、産業などを通してたくさんのことを学ぶことがで

きました。地域に出かけて学ぶ学習、地域の方を学校へお招きして体験す

る学習など、すべての学年が一年を通して取り組み、学習の充実を図るこ

とができました。子どもたちが興味を持って取り組めるように、話や体験

の内容を工夫することで、子どもたちはどの活動にも真剣な姿で取り組む

ことができました。 

①  地域連携授業の取組 

下野小学校ならではの地域連携授業は、今年で１０年目を迎えました。

本年度も１０月を地域連携授業月間と位置づけておこないました。 

１年生は、下野地区楽寿会のみなさんにお世話になり、昔遊びを教えて

いただきました。けん玉や竹ぽっくり、だるま落

としなど１０のブースを設け、遊び方のコツを教

えていただきながら体験活動をしました。 

２年生は、下野地区でセコイア太鼓の活動をさ

れているみなさんにお越しいただき、演奏を聴か

せていただいたり、太鼓をたたく体験をさせてい

ただいたりしました。 

３年生は、下野地区のスポーツ推進委員さんら

にご来校いただき、生涯スポーツである「ボッチ

ャ」を体験しました。ボッチャのルールなどを教

えていただき、試合を体験し、競技を楽しみまし

た。 

４年生は、下野・活き域ネットのみなさまにご来校いただき、下野地区

で作られている竹炭づくりや竹炭の効能について教えていただきました。
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そして「竹炭アート」に取り組みました。子どもたちは思い思いの作品に

仕上げることができました。 

５年生は、地域で農業をされている方にお世話になり、一年を通じて米

づくり体験をさせていただきました。４月には種まき、田植え。９月には

稲刈り体験をさせていただき、収穫したセコイア米を使って自然教室に向

けた野外炊事練習としてご飯とカレーを作って食べました。 

６年生は、地域にある老人介護福祉施設の職員さんにお越しいただき、

介護の仕事や施設についてお話しいただきました。利用者の方のことを考

えた丁寧な関わり方や介護の仕事に対する思いなどを教えていただきまし

た。また、５年生とともに県内出身で現在ＪＡＸＡ国際宇宙探査センター

に勤務されている方に宇宙ステーションでの活動や宇宙の研究のことにつ

いてお話しいただきました。世界中の研究者と情報交換しながら日々研究

していることを教えていただきました。 

②  地域理解を推進する取組 

   ５年生は、運動場の南側にある田んぼをお借りして、地域の農家の方や

ＪＡの職員さんらとともに「セコイア米づくり」をしました。４月１９日

（金）には「種まき」、２３日（火）には「田植

え」、９月６日（金）には「稲刈り」を体験させ

ていただきました。 

   学校園では、地場産業である「下野の梨づくり」

の取組を継続しています。今年も６年生は梨農家

の方に栽培の歴史や魅力、栽培方法等について教

えていただきました。子どもたちの将来に生きる

キャリア教育にもつながりました。 

③  クラブ活動支援の取組 

英語クラブと卓球クラブ、絵手紙クラブが地域 

の方々にご指導いただき、楽しく活動をしていま 

す。 

（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

① コミュニティスクール（運営協議会）と地域が

共催し、様々な活動が実現できました。子どもた

ちが郷土や下野地区に親しみや誇りをもち、下野

地区の人や自然、文化、産業などを見つめ直し、

地域の方々とともに考えるよい機会となりまし

た。 

 ② 運営協議会の委員のみなさまには、教育活動の様々な取組や日頃の授業、

子どもたちの様子を参観していただき、学校の状況を具体的に知っていた

だくことができました。子どもたちが落ち着いて授業に参加している姿か

ら、子どもたちの成長の様子を評価していただきました。 



 

３ 今後に向けて 

 本年度も地域や保護者のみなさまのご支援やご協力をいただき、地域や保護

者のみなさまとのふれあいや交流を通して、子どもたちは思考力や表現力、コ

ミュニケーション力などを高めることができました。 

 今後も、地域の特色や教育力を可能な限り活用し、地域と学校が連携・協働

した地域社会全体での教育の実現をめざしていきたいと考えています。そして、

下野地区の活性化と、下野地区を深く愛する子どもたちの育成をめざし、取組

を推進していきたいと思います。 
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月 協議会の開催 活 動 内 容 

４ 
 

 
 

５ 
第１回 運営協議会 
（５月１４日） 

 

・委員委嘱 
・学校づくりビジョンの提案と承認 
・年間活動計画について 
・児童の様子について 
・運動会（２５日） 
 

６ 
 

 
 

７ 
第２回 運営協議会 

（７月１０日） 
 

・１学期の取組について 
・地域連携授業について 
・児童の様子について 
 

８ 
 
 

 

９ 
 

 
・フリー参観（１８日） 
 

10 
 

 
・地域連携授業月間 
 

11 
第３回 運営協議会 
（１１月１３日） 
 

・２学期の取組について 
・児童の様子について 
・授業参観・人権学習（１６日） 
・校内図工科展鑑賞（１６日） 
 

12   

１ 
第４回 運営協議会 
（１月２２日） 

・３学期の取組について 
・下野子どもまつり参加 
・児童の様子について 
・創立１５０周年記念式典について 
 

２ 
第５回 運営協議会 
（２月１３日） 
 

・学校の現状について 
・学校関係者評価について 
・本年度の活動報告と承認 
・次年度の方向性について 
 

３ 
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